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ヒトDTCの挑戦と今後の展望

ヒトDTC（ヒトデジタルツインコンピューティング）は，ヒトの
外面に関するデジタル表現だけでなく，内面までのデジタル表現を
めざします．ヒトの人格や思考といった内面を含む情報をデジタル
化することで，今までにない価値を生み出すことができると考えて
います．本稿では，ヒトDTCを用いた特徴的なユースケースとして，
集団の合意形成，共感と他者理解，未来予測と成長について紹介し
ます．また，社会へヒトDTCを浸透させるための課題など，これ
からのヒトDTCプロジェクトの方向性について述べます．

ヒトDTC 空間DTCモノDTC
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はじめ に

DTCにおけるヒトのデジタルツインは，
ヒトの活動範囲を実世界からサイバー空間ま
で拡大することを可能にします．自分とサイ
バー空間上のあらゆるデジタルツインとのイ
ンタラクションは自らのデジタルツインを通
じて行われます．さらに，その結果を実世界

の自分にフィードバックさせることで，サイ
バー空間での活動から得られる経験を実世界
と同様に得ることが可能となります（図 1）．
この時，身体的・生理学的な特徴といったヒ
トの外面に関するデジタル表現だけでなく，
内面までのデジタル表現をめざします．ヒト
の個性・特徴を再現するモデル（例えば，行
動傾向，性格，価値観をモデル化した人格・
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図 1 　ヒトのデジタルツインを介したサイバー空間でのインタラクション
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思考モデルや，知覚，知識，言語能力，身体
能力などをモデル化した能力モデルなど）は
デジタルツインの振る舞いを規定し，サイバー
空間における他者からの働きかけに対してあ
たかも本人のように反応することに加え，仮
想社会において自律的に駆動させることで，
本人のように他者に対して働きかけを行うこ
ともできるようにします（図 2）．このよう
にヒトのデジタルツインを発展させ，利用可
能とするシステム全体について，ヒトDTC
（ヒトデジタルツインコンピューティング）と
定義しています．
本稿では，最初にヒトDTCのもたらす価
値を整理し，その価値に対応する具体的な
ユースケースについて説明します．次に
DTCを実現するうえで避けて通れない社会
に受け入れられるために必要な検討について

整理し，最後にプロジェクトの長期的展望に
ついて述べます．

ヒトDTCの価値

ヒトのデジタルツインは状態や行動を表す
データだけでなく，判断や行動の傾向といっ
たヒトの個性や感情を表現するモデルも有す
ることで，仮想社会における他者とのインタ
ラクションや自律的な活動を，あたかも自分
自身のように行うことを可能にします．この
ことは，本質的に 3種類の価値をもたらすと
考えています． 1番目は，物理的制約を超え
て，さまざまなタスクを代替可能とすること
です．中でもサイバー空間におけるコミュニ
ケーションでは，実在のヒトどうしのコミュ
ニケーションで行われるような実時間処理を
超えて，膨大な処理を高速に行うことができ
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図 2 　DTCにおけるヒトのデジタルツイン
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ます． 2番目の価値は，感情を表現するモデ
ルを持つことで，感情をそのまま伝達するこ
とが可能となることです．この世界では，ニュ
アンスをそのまま伝えることができるため，
想いがすれ違わない世界を創ることができま
す．最後の価値は，社会的側面や多様性に基
づくインタラクションが実現できることで，
ヒトの個性まで考慮した精密な分析，そして
未来の予測が可能となることです．本人の行
動変容の参考にするなど，さまざまな使い方
が考えられる価値です．これらの価値の根源
は，ヒトの個性を実装し，感情のモデルを実
現することにあります．ヒトDTCにおいて
は，この「ヒトの個性」を扱うことをもっと
も重要な課題の 1つととらえて研究開発を推
進します．

ヒトDTCのユースケース

■	集団の合意形成
ヒトのデジタルツインは，個人の知識や経
験などの記憶を持ち，まるで本人と同じよう
な個性や価値観を持ちながら，思考・判断を
行うことができるため，実世界の本人に代わ
り，さまざまなタスクに従事させることが可
能です（図 3）．特にDTCでは，実世界で行
われるものと同じコミュニケーションをデジ
タルツインが代替することで，複数の人との
コミュニケーションを必要とするような高度
なタスクを実行できるようになります．その
代表的な例は会議における合意形成です．
DTCを活用した合意形成では，実世界の人
を介さず複数のデジタルツインからなる集団
の考え方の傾向をシミュレーションしてタイ
ムリーに可視化したり，その場にはいない有
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図 3 　ヒトのデジタルツインによる集団の合意形成
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識者のデジタルツインからの働きかけにより
個人の内面にある暗黙知を引き出したりする
ことで，その集団ならではの新たなアイデア
の創発や意思決定がスムーズに実現できるこ
とが期待できます．また，DTCではデジタ
ルツインの「複製」によって，実世界の状態
とは関係なく同時に複数の仮想社会にデジタ
ルツインを存在させることができるため，実
世界では時間・空間の制約上ではこれまで不
可能であった超多人数の合意形成が瞬時に可
能になると考えています．
■	共感と他者理解
感覚や感情のデジタル化も，ヒトのデジタ
ルツインを生み出すための重要な要素です．
本人のスキャン情報からデジタルツインとし
て復元した感覚・感情を，DTCを用いて相
手の理解できるかたちに変換し，現実空間に
フィードバックすることにより，お互いに分
かり合えている共感状態を生み出すことがで
きます（図 ₄）．感覚や感情を用いた共感が
役立つ例として，診察室での患者に対する医
師の診断が挙げられます．現実の診断では，
患者は医師に対して痛みのような感覚や不安
といった感情を言葉で定性的に伝えることの
みができます．また痛みを定量化できたとし
ても，個々人が得る感覚や感情は人によって
異なります．そのため，患者は医師に正しく
伝えることができたのか，また医師は患者が
正しく説明しているのかを判断することは困
難です．DTCによる診断では，デジタル化
した痛みの感覚や不安な感情をDTCにより
相手に伝わるかたちに変換してからフィード
バックすることにより，相手への正しい伝達
を可能にします．ヒトのデジタルツインを用

いた共感の実現は，今までのコミュニケーショ
ンを大きく変革し，言葉にしたことが相手に
分かるように伝わるだけでなく，言葉にでき
ない・しないことも相手に分かるように伝わ
る世界を実現します．
■	未来予測と成長
DTCにおけるヒトのデジタルツインでは，
個々のヒトに対するミクロなレベルのシミュ
レーション結果を，自身の行動などを決定す
るために利用することも可能です（図 ₅）．「融
合」や「交換」によって，新たな知識や能力
を付与した派生デジタルツインを用いること
で，もし新しい知識を身に付けたらどうなる
のか，といった別の未来の可能性を予測し，
社会や自身を成長させるために利用すること
が期待できます．自身を成長させるという例
として，新たな語学の学習などが挙げられま
す．自己の成長は，自身の動機付けや目標設
定があり，それを実現するための身体的活動
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図 ₄ 　ヒトのデジタルツインによる感覚の共有
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や知的活動での経験を通じて得られるもので
す．DTCにおけるヒトのデジタルツインで
は，自己の派生デジタルツインを複数創生し，
習得したい語学すべてをそれぞれの派生デジ
タルツインを用いることでシミュレーション
することができます．英語やドイツ語，フラ
ンス語などを仮想社会内の他者デジタルツイ
ンとの交流を通じ，実践的な学習に加え，指
導を受けることや，交流を実際に体験したと
きの感情や感動も得ることができます．これ
らシミュレーション結果を用いて，自身が習
得しやすい言語，感動をより得やすい国など
の新たな知識を実世界の自身にフィードバッ
クし成長を促進・サポートするのです．

ヒトDTCの社会受容性とセキュリティ

これまで述べたように，DTCはヒトの能
力を拡張し，有益な結果をもたらすことが期

待されます．一方で，私たちがこの恩恵を受
けるためには，DTCの世界観に対する社会
受容性についても十分に考慮されなければな
りません．自分と同じ外観と思考を有するヒ
トDTCがつくられることに対する心理的な
抵抗感，自分に関する多様な情報が集約され
ることに対するプライバシ意識など，認知度
と個人の受容性を高める啓蒙が不可欠です．
また，ヒトDTCが既存の人と同じような経
済活動をすることで，法制度の運用，あるい
は法制度そのものの変容をもたらすかもしれ
ません．ヒトDTCが人の知識・能力を倍化
し，人の何倍もの活動を提供することによる，
社会的影響や経済的影響は大きなパラダイム
シフトを引き起こすことでしょう．こうした
DTCの実現と普及が現実社会にもたらすさ
まざまな影響について，哲学や倫理学といっ
た人文学的な分野，法学，社会心理学や行動

DTC
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図 ₅ 　ヒトのデジタルツインによる未来予測と成長
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経済学といった社会学的な分野などの有識者
と議論を交わしながら，DTCのあるべき姿
を模索していく必要があります．
また，ヒトDTCやモノDTCが現実社会の
情報をすべて反映したものであるとする場合，
そこから起こり得る脅威やリスクはさまざま
であり，それらに対するセキュリティを十分
に検討し，技術的・非技術的にかかわらず，
さまざまな側面から対処を行う必要がありま
す．倫理規定や法的な概念を導入し，現実世
界と同等の秩序あるDTC世界を実現すると
ともに，これまで長年培ったセキュリティ技
術とサイバーセキュリティの活動から得られ
た多くの知見を基に，セキュリティバイデザ
イン，プライバシバイデザインの考えにのっ
とったDTCのセキュリティをつくり上げて
いきます．

お わりに

ヒトDTCに関する研究は，本稿で挙げた
ようないくつかのゴールを思い描き，まさに
スタートしたばかりです．しかし，ベースと
なる技術，例えば音声・言語・画像等の認識
や生成技術はAI（人工知能）によって大き
く進化しています．これらの技術に対して，
ヒトの個性に着目したり，よりヒトの内面に
踏み込んだりすることで，DTCの研究開発
を加速したいと考えています．また，個性や
内面への踏み込みの観点や社会への浸透の観
点では，AI分野の技術以外にも，脳科学を
はじめとした生物・医学分野や，倫理・哲学
から行動経済学のような人文系分野など，工
学を離れた分野や，学際領域的な分野にも広
げる必要があります．私たちヒトDTC研究

チームは，自らの研究を進めるだけでなく，
これらの非常に幅広い分野の研究を，私たち
がハブとなって結びつけることで技術的な実
現を推進するとともに，世界に対してDTC
がもたらす価値を共感してもらうことで，そ
れが受容される社会規範の変容をもたらすこ
とが大きな役割だと考えています．

（上段左から） 戸嶋　巌樹/ 小橋川　哲/  
能登　肇

（下段左から） 倉橋　孝雄/ 廣田　啓一/  
小澤　史朗

ヒトのデジタルツインコンピューティングは，将
来に向けて大きな可能性があります．一方で，実
現には技術的，非技術的にさまざまな課題があり，
社内外と積極的に連携して解決に取り組み，強力
に挑戦してまいります．

◆問い合わせ先
NTTデジタルツインコンピューティング研究センタ
	 第一グループ
E-mail　dtc-office-ml@hco.ntt.co.jp


